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16世紀ドイツ福音派の教会・学校規定と宗教教育
岩倉　依子
1　はじめに
　宗教改革運動の進展に伴い福音派諸都市諸領邦に課せられた課題は、
福音主義に基づく新しい教会と国家をいかに構築してゆくかということ
であった。この動きは16世紀を特徴づける、都市および領邦各領域内の
「宗派統一（Konfessionalisierung）」の過程と重なりあっている。領
域内の宗派統一は、福音派においては1520年代に始まり、一般に17世紀
前半までの期間を指し、様々な方策を用いて領域内の信仰を一定の宗派
によって統一する動きであった。そしてその過程を通じて、社会的、政
治的、文化的にもドイツ近世国家の枠組みが形成されていったのである。
このような方策の一つはいうまでもなく宗教教育政策であり、とくに教
義・信条教育の中核を成すカテキズム（教理問答）教育であった（1）。
　福音派の教育構想の源はルターの教育構想にあるが、ルターは学校と
教会による二重の教育体系を考えていた。しかしこの構想でルターが学
校として念頭においているのはラテソ語学校のみであって、それは、あ
くまで人文主義的伝統を引き継いだ古典語中心の大学への準備コースと
位置づけられている。一方、一般の子供たちに対してはカテキズム教育
を通じて福音主義信仰を浸透・徹底させようとしたが、その任務を教会
に委ねている②。
　このようなルターの構想が世に出された後の1520年代以降、宗教改革
を導入した福音派諸都市諸領邦の各世俗当局（市参事会ないし領邦君主）
もまた、相次いで「教会規定（Kirchenordnung）」、「学校規定
（Schulordnung）」を公布し、その中に各々独自の福音主義的教育構
想を打ち出したのである⑧。これらは福音主義に立つ新しい都市や国家
を形成してゆく一つの支柱を成すものであった。この福音派諸都市諸領
邦の教育構想も、ルターの構想と同じく教会と学校という二本立ての構
造をもっていた。しかし次のような違いがみられる。ルターの場合では、
学校の範疇に入るのはラテソ語学校だけであるが、福音派諸都市諸領邦
の諸規定では、学校の範疇にラテソ語学校のほか、「ドイツ語学校」、16
世紀後半に成立する「キュスター（教会堂管理人）学校」が、特に一般
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の子供たちを対象とする教育機関として挙げられていること、そしてこ
れらの学校すべてについて、カテキズム教育が取り入れられていること
である（4）。これは、宗教教育を教会だけに委ねず幅広く学校でも実施す
ることで、青少年の福音主義的教化の徹底を図ったものである。要する
に、カテキズム教育の担い手として、制度的に拡張整備されてきた学校
という専門の教育機関と、従来より宗教活動の場であった教会とが並立
していたというのが、福音派諸都市諸領邦の構想だったのである。
　ここで中世から近代にかけての教育の発展を概観すると、教育の監督
権は中世においては専ら教会が掌握していたが、それが宗教改革後世俗
権力の手に移ると、世俗権力は教育に対する影響力を次第に強化しなが
ら臣民形成の手段として活用し、18世紀には、宗教教育も国家管理下の
学校が中心的役割を担っていくことになる（5）。
　このような教育体制の発展の中で、宗教改革期の宗教教育の担い手を
めぐる微妙な状況については古くから議論があり、対立する考え方があ
る。たとえばコールスによれば、ルターは教会に青少年の宗教教育を委
ねたがそれはうまく機能せず、すでに16世紀に教会に代わって学校がそ
の機能を果たした。教会から学校への宗教教育の移行に力を貸したのが、
メラソヒトソとブーゲソハーゲソによる新しい学校構想であった⑥。そ
れに対してティーレは、リューベックを事例に、16世紀後半のドイツ語
学校に宗教教育が導入される過程を論じつつも、まだ16世紀の段階では
一般に宗教教育の重心は学校ではなく教会にあって、ドイツ語学校での
宗教教育は、あくまで教会での教育に対して補助的な働きをもったにす
ぎない、としている⑦。
　このような問いに答えるにはなお多くの個別研究が必要となろう。と
もかく本稿は、この問題について従来の主要な議論を念頭におきながら、
福音派の教会・学校規定にみられる「宗教教育」の項目を検討すること
によって、福音派諸都市諸領邦の宗教教育構想の鳥瞼図を描き出し、少
なくともこれらの構想から浮上するかぎりで、当時の宗教教育の主たる
担い手について考察してみたい。この点を明らかにすることによって、
本稿は今後領域内宗派統一の問題に取り組むための足掛かりともなりう
るであろう。
n　宗教教育とカテキズム（Katechismus）
次章でみるように、16世紀における宗教教育の場としては、教会、ド
イッ語学校、キュスター学校、ラテソ語学校が主なものとして挙げられ
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る。
　16世紀の諸都市諸領邦の教会規定ないし学校規定の宗教教育に関する
規定をみると、上記のいずれの教育の場においてもカテキズム教育が言
及されている。たとえば、トラーヴェミュソデの1531年の『教会規定』
には、「キュスターは牧師といっしょに若い人たちにカテキズムを教え
なければならない（8）」とある。また、シュトラールズソトの1560年のド
イツ語学校の規定には、7時に祈薦とともに学校が始まり、「そこでカ
テキズムが教えられ、説明される。生徒は、カテキズムを月曜と土曜に
暗唱する（9）」とある。ハソブルクの1529年の『学校規定』の中では、ラ
テソ語学校に関する規定の中で、「土曜日は一日中カテキズムを学ぶ（1°）」
と定められている。
　後述するように、宗教教育を構成していた要素はカテキズム以外にも
いくつか挙げられるが、やはり16世紀における宗教教育の根幹をなして
いたものはカテキズムであった。宗教教育はすなわちカテキズム教育で
あった、といって誇張にならないであろう（11）。
　カテキズムの起源は古代にまで遡る。アウグスティヌスはカテキズム
を、改宗した異教徒や洗礼志願者などにほどこすキリスト教入門のため
の教育と定義している。古代においては、　「使徒信条（Glaube）」、
「主の祈り（Vaterunser）」、「キリスト者の生活（Christenleben）」
がその素材として用いられた。「カテキズム」という言葉はまた、これ
らの素材をも意味したのである（12）。中世では、「使徒信条」、「主の祈
り」を基に、その後、「アヴェ・マリア」、「十戒（Gebote）」が加わっ
ていった（13）。しかし、中世におけるカテキズム教育とは、主に教会で成
人を対象に、カテキズムを説教壇から読み上げるという程度のものであ
り、青少年の教育を想定したものではなかった。たしかに中世のラテソ
語学校ではカテキズムがラテソ語のテキストとして用いられはしたが、
宗教教育の教材として用いられたわけではなかった（14）。カテキズムを用
いた青少年の宗教教育は、中世には行なわれていなかったのである（15）。
　したがってカテキズムが、青少年を対象とした、信仰の基本を教える
公式の教科書としての意味を持つようになったのは、なんといっても宗
教改革が生み出した大きな変化の一つといえよう（16）。そこで次に、16世
紀におけるカテキズムの発展を跡づけてみたい。
　福音主義的カテキズムのそもそもの源となったのは、ボヘミア兄弟団
（b6mische　Bnider）の『子供の問い（Kinderfragen）』である。これ
は、問答形式をとったカテキズムで、1522年にドイッ語に翻訳され福音
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派にひろく行き渡った。そしてルターに影響を与えただけでなく、その
後ドイツにおける福音主義的カテキズムを籏生させる最初の誘因となっ
たのである（17）。ルターは青少年の宗教教育の必要をすでに1520年に出版
された『キリスト教界の改善についてドイツ国民のキリスト教貴族に与
う』の中で説いており、これ以後、学校で用いる宗教教育の教科書が次々
と作られたが、これらはカテキズムというより、主にラテソ語学校用の
教科書であった（18）。一方やはりこの時期、民衆の宗教教育のための、ル
ターやメラソヒトソの手になるカテキズムの先駆的小冊子も生み出され
ている（19）。
　しかしなんといっても諸都市におけるカテキズム起草を直接的に勢い
づけたのは、ルターが1526年に世に出した『ドイッミサと礼拝の順序』
であろう。ルターはこの中でカテキズムの必要を説き（m）、この呼びかけ
は福音主義に移行した帝国都市に反響をもたらした。すなわち、青少年
のための礼拝（Jugendgottesdienst）があちこちで計画され、そのため
に多く都市でカテキズムが生み出されることになったのである⑳。
　このカテキズム濫造の状況は、やがてルター自身の手になる以下に挙
げるカテキズムによって、後述するように大きな転機を迎える（za）。1529
年4月には、通称『大カテキズム（Der　Grosse　Katechismus）』とよば
れる『ドイツカテキズム（DeUtsch　Katecin’smzes）』が出版され、5月に
は、『小カテキズム』　（正式には『一般の牧師、説教師のための小カテ
キズム（加γ葱砺紹（漉α海5㎜S〃認6gema’ne塚吻認」鰯勾町）』）
が「手引き書（Enchiridion）」の別名をも冠して序文付きの小冊子の
形で出版された（Z3）。
　ルターは『小カテキズム』の序の中で、このカテキズムを「特に若い
人たち（das　junge　volck）に教える」ことを牧師や説教師に希望し、
その際の指示として三点を挙げている。すなわち第一に、カテキズムの
素材を成す「十戒」等のテキストや形式は、混乱を避けるため一つのも
のに定め、これを毎年用いなければならない。そしてそのテキストにし
たがって、彼らが復唱し暗唱できるよう、一語一語教えなければならな
い（m）。第二に、彼らがテキストを充分に覚えたならば、そのテキストの
言わんとする内容を理解できるようにその意味を教えなければならな
い（25）。本来ルターが意図したカテキズム教育とは、ここに見るように、
決して機械的な暗記教育ではない。しかも第三の指示においてルターは、
『小カテキズム』を教えた後、『大カテキズム』からさらに豊かな広い
意味を彼らに与えるよう牧師、説教師に命じている（26）。『小カテキズム』
16世紀ドイツ福音派の教会・学校規定と宗教教育　123
は、ルターが『大カテキズム』を執筆中に、いわばその縮小版として生
み出されたものであり、したがって後者は前者の最良の注釈書を成して
いる。そもそも『大カテキズム』は、カテキズム説教の手本として牧師
たちのために書かれたものであるが、その教化の対象としてルターはま
ず第一一v：青少年を念頭に置いていたと言えるだろう。要するにルターは、
カテキズム教育をもって、青少年に充分な理解をともなった包括的教理
教育を与えることを意図していたのである。
　このルターの『小カテキズム』こそが、それ以前の他のあまたのカテ
キズムをいわば反故にし⑳、その後ドイツにおけるルター派宗教教育の
まさに「手引き書」となっていくものである。ルターのカテキズム以後
も16世紀末まで、ひじょうに多くのカテキズムが出版されたが、その多
くはまったくのオリジナルというより、ルターのカテキズムの改編とい
う形をとったものであった（28）。
　ここでルターのカテキズムの内容を概観してみよう。『小カテキズム』
も『大カテキズム』も、取り上げている素材は同じである。すなわち、
「十戒」、「主の祈り」、「使徒信条」、「洗礼」、「聖餐」である。ルター
は『ドイツミサ』において、「十戒」、「主の祈り」、「使徒信条」には、
「キリスト者が知る必要のあるほとんどすべてが、簡潔に短く書かれて」
おり、カテキズムの素材として、それ以上に簡潔なものも、それ以上に
よいものも知らない、と言っている（29）。したがってこの三素材が、カテ
キズムの中でもっとも重要な支柱を成していることになる。さらにルター
は、やはり『ドイッミサ』において初あて、「洗礼」と「聖餐」を上記
三素材に続くカテキズムの素材として挙げている㈹。ルターは『大カテ
キズム』における「洗礼」の項の冒頭で、「二つのサクラメソトについ
てキリスト者は皆、少なくとも一般的な短い教育を受けなければならな
い。なぜならこれらなくしてキリスト者たりえないからである」といっ
てその必要性を説いている（31）。こうして福音派によって「洗礼」と「聖
餐」はカテキズムの素材に組み込まれ、前述の三素材とともに、カテキ
ズムのいわゆる五つの主要素材を成したのである（32）。
　しかしルターは中世と同じ素材を用いながらも、それに福音主義に基
づく新たな解釈を与えている㈹。
　たとえば、まず『小カテキズム』の最初に位置している「十戒」では、
十の戒めに関する問いの答えはすべて、「私たちは神を畏れ、愛さなけ
ればならない」の言葉で始まっている（M＞。ここにすべての業、すなわち
戒めを守ることにも勝って、キリスト者が神を畏れ、愛することが神と
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の関係の基盤であることが前面に押し出されている。次にくる「使徒信
条」は、信仰の根本原理が、「創造」「救い」「聖化」の三部に分けて示
されている。ここでは、キリスト者の救いが、自分の業や理性や価値に
よってではなく、専ら神の慈愛と聖霊の働きによるものであることが強
調されている（35）。「主の祈り」では、神に信頼して願い求めること、そ
して神がその恩寵によってそれを聞き入れてくれることを教えている⑯。
これらは福音主義的原理に他ならない。
　したがってルターのカテキズムは、最も簡単な素材で福音主義信仰の
神髄を簡潔に子供に教える宗教教育の最良の教科書であったといえるだ
ろう（鋤。
皿　宗教教育の場
　本章では、教会・学校規定に登場するそれぞれの宗教教育の場を取り
上げ、そこにおいて宗教教育がいかに構想されていたかを検討してみた
い。
（1）教会
　なんといっても、諸規定の中で青少年の宗教教育の場として最も多く
言及されているのが教会である。教会で行われた宗教教育は、もっぱら
カテキズム教育であった。教会・学校規定の中の、教会におけるカテキ
ズムに関する規定は、大きく二種類に分類することができる。まず成人
を対象としたカテキズム説教（Katechismuspredigt）（ss）であるが、これ
らに関する規定は量的に少ないばかりか、16世紀も後半にならてくると
ほとんどみられない。
　一方子供を対象としたカテキズムの規定は、二つに分けることができ
る。まず、純粋に教理の習得だけを目的とする規定がある。早い時期の
例としては、1533年のザクセソの『巡察条例』で、村の牧師に対して、
日曜日の夏は12時に、冬は夕方に、「子供達と、カテキズムあるいは子
供のための教理（kinder　lere）から、主の祈り、十戒、使徒信条、サ
クラメソトについて熱心に語る」べきことを定めている㈲。ここにもあ
るように、この種の規定にはしばしeltKinderlehreあるいはKinderbericht
という言葉が用いられている。いずれも同義であるが、1534年のシュト
ラースブルクの『教会規定』が、「kinderberichtでは、使徒信条、主
の祈り、十戒の項目が、きわめて簡潔にわかりやすく説明される（‘°）」と
明言しているように、これは子供を対象としたカテキズム教育のことを
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指しているω。このように当時教会は、成人の礼拝の後、子供たちのた
めのカテキズム教育の時間を特別に設けていたのである。
　同様の例は16世紀後半の規定からも見られ、1566年のライニ・ソゲソの
『教会規定』には、「日曜の12時から1時までカテキズムが行われる（e）」
とある。さらに日曜日だけでなく、週日にも時間を定めている規定もあ
る㈹。これらのカテキズム教育は、カテキズムの習得そのものが目的で
ある。
　そこで次に、子供を対象としたカテキズム教育の中でも、堅信礼
（Konfirmation）と関連した規定をみてみよう。堅信礼とは幼児洗礼
を受けた者が、自分の意志によって洗礼の誓約を新たにし、教会の正式
のメソバーとして受け入れられる儀式である（“）。これはカトリック同様
正統福音派では、原則として全信徒に義務づけられた儀式である。聖餐
への参加はこの後初めて可能になる㈲。
　1542年のカレソブルクとゲッティソゲソの『教会規定』は、「一年を
通して定められた日に、子供たちにカテキズムを教え、特に四旬節には
……?冾P5分」教えることを定め、子供たちは十分なカテキズム教育を
受けた後、牧師が定めた日曜か祝日に両親と代父によって会衆に紹介さ
れ、試問を受け、合格すれば、彼らは牧師によって按手と祈薦による堅
信礼を受け、聖餐（Tisch　des　He㎜）｝こ参加することが許される（as）。
ここにみるように、多くの諸都市諸領邦が、カテキズム教育、試問、堅
信礼、聖餐をこのように順序づけて規定している。ここでいう「カテキ
ズム教育」は、一年を通して子供一般を対象に行われる上述のカテキズ
ム教育とは別枠で、堅信礼の前に堅信礼児（Konfirmande）のみを対
象として行われるいわゆる集中的な事前教育である（47）。これによってカ
テキズム教育は、単なる強制力を伴わない要請から、基本的にすべて幼
児洗礼を受けた者が不可避的に通過しなければならない堅信礼の前提と
いう一種の強制力をともなった教育へと変容していくのである。その上
多くの規定が、この試問に合格しない者は聖餐に参加することができな
い、と明言している（‘8）。あるいは1563年のポソメルソの『教会規定』の
ように、上述の手続きをへた堅信礼を、「必要な場合には強制的（mit
Gewalt）に行う」ことを付言しているものもあるく49）。
　カテキズム教育に関する規定を全望すると、このように堅信礼と結び
ついた規定が最も多くみられ、16世紀も時代が進むにつれてしだいに多
くなっている。1545年の『ヴィッテソベルクの宗教改革』の規定は、
「堅信礼はショーではなく、純粋な教義を保持し、教会の教義を広め、
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さらに一致と紀律に役立てるべきものである㈹」として、堅信礼の意義
を強調しているが、このように教会でのカテキズム教育は、堅信礼とい
う拘束力をともなうことによって、原則的に教区の子供全員を福音主義
の教義へと導く効果的手段となったといえるだろう㈹。
　ところで諸規定には、カテキズム教育を施す役職として以下のような
ものが挙げられている。説教師（Prediger）、牧師（Pfarrer，　Pastor）、
助祭（Diakon）、助任牧師（Kaplan）そしてキュスター（KUster）で
ある。前五者が聖職者であることは明らかである。説教者は初期の規定
に言及されているのみで、その後は牧師の表記が最も多くなる。牧師に
次いで頻繁に言及されているのがキュスターである。キュスターとは、
正式な按手を受けた聖職者ではないが、中世にすでに存在していた一種
の補助聖職者で、礼拝堂やその備品の管理をしたり、さらにミサの時に
司祭の助手のような働きをしていた。またそれ以外にも、聖歌隊の指導
や、市立ラテソ語学校や教区学校の教育にも関わっていた（52）。しかし、
宗教改革後の福音派の教会では、キュスターは何より牧師の助手として
カテキズム教育を補助する役職として位置づけられている。たとえば、
1535年のポソメルソの『教会規定』で、「各村で牧師（pamer）は皆、
教会や家庭でカテキズムを教える時彼を助けることのできる控えめなキュ
スター（kOster）を持つ（53）」とあるように、牧師とキュスターが一緒に
子供にカテキズムを教えることを規定しているものは多い（M）。しかし必
ずしもこのような規定ばかりではなく、カテキズム教育をキュスターに
一任している規定も少なくない。ヒルデスハイムの1544年の『教会規定』
は、村の教会ではキュスターが子供たちに、ルターの『小カテキズム』
と読みかたを教えるよう定めている㈹。
　ところでルターは、その著作『人々は子供を学校へやるべきであると
いう説教』（1530年）で霊的身分（der　geistliche　stand）について説い
ているところで、この身分に属する人々の中に、牧師や教師や説教師と
並んでキュスターを挙げている。これらの人たちは、「説教の職務と神
の言葉とサクラメソトの奉仕」をもっているというのである㈹。あるい
はリッペの1538年の『教会規定』は、「キュスターの職務は、鐘を鳴ら
したり、教会を閉めたりすることだけでなく、むしろそれ以上に神の共
同体に奉仕すること」、つまり「礼拝に必要な讃美歌や十戒、使徒信条、
イエス・キリスト、その他を誠実に教えること（St）」であるとしている。
　このように、キュスターは霊的な職務に与る者として宗教改革後、カ
テキズム教育の重要な部分を担うようになるが、特に子供のカテキズム
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教育に当たったのである（5S）。キュスターがカテキズム教育に関して言及
されている場合、ほとんど「子供たちに」あるいは「若い人に」と対象
が明示されている。
　しかし、キュスターの身分は様々であったと考えられる。農民や手工
業者、あるいは遍歴学生などである場合もあった。それは、キュスター
の給料や社会的な地位の低さによるものであろう（59）。だが、キュスター
のカテキズム教育が定着するにつれ、その身分に対する要求がしだいに
高まっていくのが諸規定から見てとれる。マイセソの1540年の『巡察決
議』は、子供にカテキズム教育を施すキュスター一｝：関して、できれば学
識のある（gelert）キュスターを任用すると付言している（6°）。1557年の
ザクセソの『一般条例』は、キュスター選出の際の宗務局（Consistorio）
あるいは教区監督（Superattendenten）による試験を定め（61）、1563年
のポソメルソの『教会規定』はマイセソと同様、キュスターに「学識が
あること」を定めている（62）。したがって、キュスターの身分は時代が進
むにつれ、学識のある遍歴学生などが主体となっていったと考えてよい
だろう。
　このような規定によって福音派世俗当局は、子供にカテキズム教育を
施すキュスターの質の向上、すなわちカテキズム教育の充実に努めていっ
た。その上カテキズム教育は、以上にみてきたような、牧師とキュスター
による週1～2回の実施から、やがて毎日授業を行う「キュスター学校」
へと発展していくのである。この現象は16世紀の後半に徐々に現れてく
る。
（2）キュスター学校
　キュスター学校が史料上最初に現れるのは、一般に1580年のザクセソ
の『教会規定』においてであるとされている（63）。ここでは「キュスター
職について（Vom　ampt　der　Cttsterer）」のところで、すべての村のキュ
スター（alle　Cust（》des　und　DorffkUssterer）は、「毎日学校で授業を
しなければならない。そこで少年たち（knaben）が、読み、書きそし
て讃美歌を学ぶ（64）」とある。さらに、同じ規定にある教会巡察に際して
の村のキュスターに関する箇条（Von　den　Schreibem，　Kirchnem，
Glocknern　und　Cust（Ulen　in　Dorffern）のところでは、巡察の際、キュ
スターが少なくとも毎日4時間授業をし、カテキズムを教え、ルターの
讃美歌と「詩篇」を歌うことを教えているかどうかを、質問しなければ
ならないとある㈹。したがってキュスター学校の初期の形態は、村のキュ
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スターが一日4時間ほど、男子生徒にカテキズム、讃美歌、読み、書き
を教えるものであった。しかしこれは、教会で牧師やキュスターによっ
て、週に1～2回行われた子供を対象とした上述のカテキズム教育の代
わりに構想されたものではなく、あくまでそれと平行して別個に「学校」
の形態をとって毎日カテキズムとさらに読み書きを教えようというもの
であった（66）。
　ここでいう「読み書き」は当然ドイッ語であるから、これは、後述す
るドイツ語学校の一種であり、キュスターによるドイツ語学校ともいえ
るものである。この点から規定をみると、すでに1571年のリッペの『教
会規定』に、キュスターによるドイツ語学校が言及されている。ここで
は、「親は自分自身で神を畏れるように子供を教育できないから」すべ
ての村のキュスター舎（KUstereyen）のあるところに、少年と少女の
ためのドイッ語学校を設置すると定めている。そしてキュスターが「敬
皮で、読み書きができるなら」ここでの教師職を行うべきとしている（e「）。
これはドイツ語学校であるが、明らかにそのめざすところは宗教教育で
あり、いわばキュスターによる教会でのカテキズム教育を、ドイツ語の
読み書きにまで拡張したものとみることができるだろう。これは、上述
のザクセソのキュスター学校についても同様である㈹。
　さらに、1585年のニーダーザクセソの『教会規定』では、都市に少女
学校を設立する規定に続いて、村では同様に少女と少年が、キュスター
あるいは牧師そして彼らの妻たちのところで読み書き計算、カテキズム
と祈薦を学ぶよう定めている（eg）。これも、キュスターによるドイツ語学
校と見ることができよう。
　以上のように、キュスター学校の設置は、16世紀70年代以降に村落を
中心にしだいに広がった現象とみることができる㈹。これは恐らく、多
くの村落には学校がなかったため、キュスターのカテキズム教育を拡大
させて学校を作り、子供たちに読み書きも教える機会を与えようとした
ものであろう。ドイツ語の読み書きは、カテキズムをよりよく理解させ
るためにも必要だったのである㈲。したがって、キュスター学校はいわ
ば教会に敷設された「村落学校」ともいうべきものであった㈱。
　しかしこのキュスターによるドイツ語学校は、その原型がキュスター
によるカテキズム教育であったかぎりにおいて、ドイツ語学校より、よ
り宗教性の強いものであったことは否めないだろう。
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（3）ドイツ語学校
　ドイッ語学校は、中世末期の都市に、市民の要求に応える形で生まれ
た学校である。すなわち、商業や手工業を営む市民の子弟が、商売に必
要なドイツ語の読み書きを学ぶために、実利的、職業的目的から全く私
的な学校として始まったのであった。これが次第に市当局による認可を
必要とするようになり、市立ドイツ語学校が成立するようになったので
ある。中世末期におけるこの成立と発展の過程を考えても、ドイッ語学
校が教える科目は純粋に世俗的教科であるドイツ語の読み書きに限られ
ていた。時に計算が加わることはあっても、ここには、宗教教育的なも
のは皆無であった㈹。
　しかし上述のように、宗教改革によってドイツ語学校に決定的な変化
がもたらされ、この純粋に世俗的な学校に宗教教育が導入されることに
なったのである。これは、ブーゲソハーゲソによる1528年のブラウソシュ
ヴァイクの『教会規定』において始めて構想されたもので、その後これ
に倣うかたちで、多くの福音派のドイツ語学校の規定に取り入れられて
いった㈹。ただし、これは決して簡単に実現されたわけではない。正統
的福音主義にたつ宗教教育を実践できる教師の確保、あくまで実利的教
育のみを望む親の反対一このような問題と直面しながら、ドイッ語学校
における宗教教育は16世紀半ばころには一般的に定着したとみられてい
る㈲。
　ドイツ語学校に関する諸規定をみると、ほとんどのものが授業内容と
してカテキズム教育をドイツ語の読み書きと並んで挙げている。その際、
このカテキズム教育に関しては市や領邦から特別の報酬が教師に支払わ
れ、その他の授業に関しては生徒が授業料を払う事が明示されている。
たとえばポソメルソの1535年の『教会規定』では、市参事会は「書き方
学校（Schreibschulen）」の認可に際し、教師に対する義務として、
「共同金庫からの年毎の贈り物と引き換えに、ドイッ語の詩篇、聖書か
らの箴言、カテキズムを教えること」を挙げている。そして「かれらの
給料は授業料からのみ成り立つ」㈹。すなわち、ドイッ語学校の本来の
授業内容である読み書きは、親からの授業料と対価に、カテキズム教育
については、これは親の希望ではなく世俗当局の方針であるため、それ
に対する報酬は世俗当局がまかなおうというものである。このような方
法で世俗当局は、ドイツ語学校へ宗教教育を導入を図ったのである。
　しかし、このドイツ語学校への宗教教育の導入によって、教会がドイ
ツ語学校に積極的に関わるようになり、教師の採用、学校の巡察などを
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通して、いわばドイツ語学校の監督者的立場を獲得することになるので
ある。たとえば1559年のヴュルテソベルクの『教会規定』では、ドイツ
語学校の教師は、「我々の指令を受けた教会委員会（Kirchen　Rathen）
によって送られ、前もって試験された人物、すなわち読み書きに長けて
いると報告され、しかも若者にカテキズムと讃美歌を教えることのでき
る人物」であることが求められている㈹。
　ドイツ語学校の教師の出自は、多くは手工業者あるいは遍歴者などで
あった㈹。これらの人材は、ドイツ語を教えることは可能でも、必ずし
もカテキズムを教えるに適した人物ではなかったのであろう。特に後者
は、各地を遍歴してきているため、当該地にとって望ましくない教義を
広める危険性もあった（79）。そのため世俗当局は、教会による教師の査察
を徹底させ、教師を教会の監督下に置くことによってドイツ語学校の宗
教的正統性を管理しようとしたのである。
　このようにドイツ語学校は宗教改革後、ドイツ語の読み書きを学ぶ場
であるだけでなく、宗教教育の場としての性格を世俗当局から強要され
ていくのである。1542年のシュレスヴィヒ・ホルシュタイソの『教会規
定』をみると、ドイツ語学校の設置を定める箇所で、「我々は、子供た
ちに……神の御心にかなう生活の始まりを隠すことをもはや望まない。
そこでは神的な生活に属することのみが教育される㈲」というように、
ドイツ語学校の性格の転換を明言している。しかしこれも、教会の監督
を介して始めて実現されたのである。
（4）ラテソ語学校
　宗教改革後、たくさんのラテソ語学校が各地に設立されたω。実際、
福音派になった諸都市諸領邦の教会・学校規定のほとんどがラテソ語学
校に関する規定をもっている。しかもラテソ語学校に関する規定は、し
ばしば詳細を極め、ドイツ語学校、あるいはキュスター学校の規定とは
比べものにならないほど多くのスペースを割いている（82）。
　16世紀のラテソ語学校について考察するにあたり、まずその雛型となっ
たメラソヒトソのいわゆる「ザクセソ学校計画（der　kursachsische
Schulplan）」を取り上げてみる。これは1528年にメラソヒトソによっ
て起草された『ザクセソ選帝侯国内の牧師たちに対する巡察官の指導書
（unteηt励t　der　Ws伽’oηz　an　die　Pfarhem．翅K鋤戸伽∫6勉∂蹴ηz％
Sachssen）』の終章（「学校について（Von　Schulen）」）を成すもので、
以後福音派ラテソ語学校はほぼこの構想に倣って計画されたといわれて
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いる㈹。この学校計画は冒頭に学校設立の目的を明示しているが、それ
は「教会と世俗の統治（der　weltliche　regiment）」のために「有能な
人々（geschickte　leute）」を教育することである（84）。したがってここ
で目標とされているものは、一般民衆を念頭においた大衆教育ではない。
新しい福音主義の国家を担うべき人材、つまりエリートの教育であり、
ラテソ語教育である。
　メラソヒトソの計画は生徒を学力によって三つのクラス（hauffe）に
分け、それぞれの授業内容がテキストとともに規定されている（85）。これ
らを宗教教育に関連した規定を中心に概観してみよう。第一のクラス
（初級）では、ラテソ語の読み方のテキストとして、「主の祈り」、
「使徒信条」、「十戒」を含んだものをあげているが（e6）、これはあくま
でラテソ語の学習のためであり、宗教教育を意図したものではない。
　第二のクラス（中級）には、ラテソ語の学習以外に、詳細に宗教教育
の規定が書かれている（°「）。まず、水曜日か土曜日の一日が、宗教教育の
日として定められている。これは、生徒に「キリスト教的かつ敬虜な生
活の初歩」を教えることが必要だからである。教材として挙げられてい
るのは、「主の祈り」、　「使徒信条」、「十戒」、　「詩篇」、　「マタイによ
る福音書」、「テモテ第二の手紙」、「ヨハネ第一の手紙」、「箴言」で
ある（S9）。これらを教師は解説し、生徒に朗説ないし暗唱させる。ここか
ら生徒は「敬慶、信仰、よき業」を学ぶのである。
　第三のクラス（上級）は、第一と第二のクラスで文法を修得した最も
有能な生徒たちを選んで編成される。このクラスはもっぱらラテソ語の
テキストや修辞学、論理学が中心に教授され、聖書はその関連のテキス
トとして言及されているにすぎない㈲。
　こうして、メラソヒトソによって宗教教育がラテソ語学校規定に導入
された働。しかし、この宗教教育に割り当てられている時間は、ラテソ
語教育に対するそれに比べ、極端に少ないことに注意しなければならな
い（91）。特に第一と第三のクラスでは、ほとんど皆無に等しい。この学校
計画は、なによりもラテソ語偏重の、生徒を大学へ送るための教育構想
なのである。
　この「ザクセソ学校計画」以後に公布された諸都市諸領邦の教会・学
校規定をみてみると、ラテソ語学校の宗教教育に関しては、ほとんどの
場合ほぼこの計画が踏襲されている。つまり一週に一日、宗教教育の日
を設け、カテキズム、聖書を学ぶことを定めている（gse）。しかし多くの規
定は、ザクセソの場合と異なり、宗教教育の教材を全生徒に対して指定
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し、常に全員が宗教教育を受けるようになっている（913）。それにしても、
教育の大半の時間はやはりラテソ語教育に費やされており、社会の指導
層を養成する学校として構想されていたことは否めない。
四　おわりに
　福音派諸都市諸領邦の学校構想は、宗教教育を強調することによって、
従来の学校の性格に大きな変更をもたらした。まずラテソ語学校にはカ
テキズム教育を含む宗教教育が取り入れられたが、ラテソ語学校が何よ
りラテソ語教育を中心とした聖俗のエリートを教育する場であることに
変わりはなく、他の学校に比べての就学率の低さ（94）を考えても、ラテソ
語学校における宗教教育の社会的効果を高く評価することはできないで
あろう。
　一方、福音派諸都市諸領邦の学校構想は、一般の子供たちの学校とし
て、新しいタイプの学校を生み出した。すなわち福音主義的ドイツ語学
校とキュスター学校である。これら二種の学校を比べると授業内容はほ
ぼ同じであるが、成立の過程も異なり、すなわちドイッ語学校は市民の
要求に応えて発展した学校であり、キュスター学校は教会のカテキズム
教育から発展した学校であることから、その教育の質に違いがあらわれ
てくる。たとえばリューペックでは、1573年の『学校規定』で、市内ド
イツ語学校と併存するかたちで五つのキュスター学校の設立を定めてい
るが、これはドイツ語学校の教師に対する教会の不信感から、別にキュ
スターを教師にしたキュスター学校を創ることによって宗教教育の徹底
を図ったものと考えられる（95）。この事例が示唆するのは、カテキズム教
育にはドイツ語学校教師よりキュスターの方が望ましく思われていたと
いうことである。だとすれば、16世紀を通してしだいにドイツ語学校が
宗教教育の新しい担い手になったとしても、キュスター学校におけるほ
ど宗教教育は決定的な役割を果たしえなかったであろう（96）。
　このことを裏付ける別の理由としては、ドイツ語学校の教師は、カテ
キズム教師である以前に、何よりまずドイツ語教師であったという事実
が挙げられる。授業料の支払い義務のあるドイツ語学校に師弟を送る親
たちが学校に求めたものは、当然カテキズム教育よりも読み書き中心の
授業であったろう（97）。一方キュスター学校は元来教会に付属する学校と
して、カテキズム教育は必修であり教育内容のそもそもの中心であった。
　しかしいずれにせよ、これらは就学強制のない学校であった。したがっ
て、授業料を払う意志のある者、あるいは払う能力のある者のみが通う
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強制力のない学校ということである（98）。実際、これらのドイツ語学校や
キュスター学校の規定にはそれに続いて、子供たちをこれらの学校に送
るよう、両親への警告が添えられているものが少なくない（99）。これは暗
に、世俗当局が期待するほどこれらの学校に生徒が集まらなかったこと
を示唆していよう。
　一方学校における宗教教育とは対照的に、教会におけるカテキズム教
育は無償で、しかも堅信礼の準備という拘束力を伴っていた。したがっ
て原則的に、すべての子供たちは教会でのカテキズム教育を受けなけれ
ばならない情況におかれていたのである。
　さらに学校における宗教教育と教会との関わりについては、注目すべ
きことがある。それはラテソ語学校やドイツ語学校の規定にみられるも
ので、宗教教育の一環として、礼拝への出席（Kirchgang）、讃美歌の
練習等が挙げられていることである（1°°）。そもそも教会での朝と晩の礼
拝（Mette　und　Vesper）は、専ら生徒のための礼拝（Schulgottesdienst）
であった（1°1）。たとえば1543年のブラウソシュヴァイク・ヴォルフェソ
ブユッテルのラテソ語学校の規定によれば、週日の朝と晩、教師は生徒
を教会につれていき、そこで「詩篇」を歌うだけでなく、新約聖書から
ラテソ語のテキストを読み、讃美歌を歌わなければならない。さらに日
曜のミサではラテソ語のカテキズムを朗読しなければならない（1°2）。あ
るいは1560年のシュトラールズソトのドイッ語学校の『学校規定』では、
生徒はラテソ語学校の生徒とともに、朝の礼拝の役割を果たすべきこと
を定めている（1°3）。また、日曜日の礼拝に朗読される福音書の解説が宗
教教育の中に組み込まれているラテソ語学校やドイツ語学校の規定も多
い（1〔M）。
　このように、学校における宗教教育は教会と切り離しがたく、教会が
学校の宗教教育の重要な部分を担っていたといえるだろう。
　これらを考えあわせると、福音派諸都市諸領邦の教会・学校規定にみ
られるラテソ語学校、ドイツ語学校、キュスター学校の宗教教育は、教
会の宗教教育の効果をしのぐ程のものであったとは考えがたいのである。
　そのうえ上述のように、教会でのカテキズム教育は、福音派諸都市諸
領邦の諸規定の中で最も多く言及されている。このことからみても教会
こそ福音派における宗教教育の中心として位置づけられた場所であり、
最も広範な生徒を対象に、宗派形成の効果的成果を期待される場であっ
たと結論できよう。各学校における宗教教育は、教会でのカテキズム教
育をいわば補強する役割として機能するものであった、とみるべきであ
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る。
　しかし、これらはあくまで福音派諸都市諸領邦の諸規定から描き出さ
れた宗教教育構想である。この構想が、現実にどのように機能したのか。
これは、個別の都市あるいは領邦を対象とした研究によって明らかされ
なければならない。そこにおいて、領域内宗派統一に宗教教育が果たし
た役割はどのようなものであったのか、改めて具体的に検討してみたい。
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　　いない場合、暗黙に子供を想定している場合もあるが、この場合は時間
　　的にみても、規定全体のバラソスからみても、成人を対象としたカテキ
　　ズム説教に違いない。
（39）　Richter，　Bd．1，　S．227．
（40）　Richter，　Bd．1，　S．236．
（41）　Vg1．　Heinrich　Heppe，（］esc海tchte　des　deUtschen　VolksschUtiaesens，
　　Bd．1，　Gotha　1858，　S．15．
（42）　Richter，　Bd．2，　S．288．
（43）　たとえばザクセソの1557年の『一般条例』（Richter，　Bd．2，　S．184）、
　　ブラソデンブルクの1573年の『巡察・宗務局規定』（Mertz，　Anhang，
　　S．585）など。
（44）　Vgl．　M6nzel，　oP．cゴ’．，S．61．
（45）　カトリックの堅信礼（Fimu㎎）｝こかわる福音派の堅信礼は、ヘッ
　　セソに始まったといえるだろう。ヘッセソ方伯フィリップは1539年、ツィー
　　ゲソハインの『紀律規定（Z㎞敏堀㎜g）』において、すべての子供た
　　ちに教会でカテキズム教育を受けることを義務づけ、この後「キリスト
　　教信仰の最も大事な部分」についての試問を経て、堅信礼を施すことを
　　定めた。Emil　Sehling（Hg．），Die　evangelischen　Kirchenardnungen
　　des　16．　lahehandenrs，　Bd．8，　TUbingen　1965，　S．104．これは、再洗
　　礼派への対策として青少年の福音主義信仰の教化を図ったものである。
　　Vgl．　Walter　Heinemeyer，　Die　Bildungspolitik　Landgraf　Phillipps
　　des　GrossmUtigen　von　Hessen，　in：HesSisches　j伽c宛fta　Landes
　　gescin’cnte，21，1971，　S．126；Menzel，　op．魏．，S．60f．ここに始まる
　　カテキズム教育と堅信礼の導入は、まもなく全福音派地域に伝播していっ
　　た。
（46）　Richter，　Bd．1，　S．564．堅信礼においては、会衆の前での堅信礼児
　　の公の信仰告白が条件としてあげられている規定も多い。以下を参照。
　　1545年のヴィッテソベルクの『宗教改革規定』（Mertz，　Anhang，
　　S．498）、1563年のプファルツの『教会規定』（Richter　，　Bd．2，　S．260）
　　など。
（47）　堅信礼児のみを対象としてカテキズム教育を定めているものとして、
　　以下を参照。1543年のケルソの『宗教改革規定』（Richter，　Bd．2，
　　S．41）。1556年のヴァルデックの『教会規定』（Richter，　Bd．2，　S．174）
　　など。Vgl．　Heppe，　GeschiCltte　des　aleUtschen　VolkSschUtuesens，　S．26f．
（48）　たとえば1538年のリッペの『教会規定』（Richter，　Bd．2，　S．499）、
　　1559年のヴュルテソベルクの『教会規定』（Richter，　Bd．2，　S．210）な
　　ど。
（49）　Mertz，　Anha㎎，　S．54L
（50）　Mertz，　Anha㎎，　S．498．
（51）　Menze1，0p．c髭．，　S．61，63．
（52）　K．Pallas，　Der　KUster　in　der　evangelischen　Kirche，　in：
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　　Z協5c捌声des　y窃窃粥声ケKirchengeschicnte　der　Ph棚’ne　Sachsen，19，
　　Nr．1，1922，　S．3ff．；Roth，　oP．cit．，S．2．キュスターの呼び名は他に
　　も以下のようなものがある。Messner，　GIOckner，Opfermann，
　　Kustos，　Kirchner，　Sigristなど。　Vgl．　Barth，　oρ．cit．，S．326；
　　Hbppe，　G8s砒財8　des　deUtscheit　VblkεschUJiaesens　，　S．18f．
（53）　Richter，　Bd．1，　S．249．
（54）　たとえば1531年のトラーヴェミュソデの『教会規定』（Richter，
　　Bd．1，　S．153）、1543年のブラウソシュヴァイク・ヴォルフェソブユッ
　　テルの『教会規定』（Richter，　Bd．2，　S．57）など。
（55）　Richter，　Bd．2，　S．80．他にも同様に以下を参照。1538年のリッペの
　　　『教会規定』（Richter，　Bd．2，　S．494）、1573年のホーヤの『教会規定』
　　　（Mertz，　Anha㎎，　S．585）など。
（56）　JJVA，30／2，　Waimar　1909，　S．528．
（57）　Richter，　Bd．2，　S．494．
（58）　Vgl．　Friedrich　Hermann　L6scher，　Schule，　Kirehe徽10捌’gkeit
　　im　Reformationsjahrhandert，　Leipzig　1925，　S．34；Cohrs，1）er
　　religiOse　Unte”nt，　S．32ff．；Mertz，　op．c髭．，　S．405．
（59）　Cohrs，　Der紹’頓δs6乙励ε荊励∫，　S．32；Menze1，0P．cit．，S．407．
　　キュスターの給料の低さは、以下のような規定からも明らかである。
　　　「キュスター（gl6ckner）は、妻子を養うには少なすぎる報酬しかも
　　らえないので……手工業者をこの職に任用してもよい。」（1557年のザク
　　セソの『一般条例』。Richter，　Bd．2，　S．187．）
（60）　Richter，　Bd．1，　S．321．
（61）　Richter，　Bd．2，　S．186．
（62）　Richter，　Bd．2，　S．245．　Vgl．　Mertz，ψ．罐．，S．407；Cohrs　，　Der
　　π鹿厘σ58untent’6溺，　S．33f．
（63）　Vgl．　Friedrich　Michael　Schiele　，　Luther　und　das　Luthertum　in
　　ihrer　Bedeutung」晦die（）eschichte　der　SchUle　und　der　Erziehung，
　　in：beecssischesノ励ゆ粥海，31，1908，　S．390；Flitner，　oP．cゴ’．，S．45．
　　1580年のザクセソの『教会規定』におけるキュスター学校に関しては以
　　下を参照。Heinrich　Heppe，　Das　Schaluesen　des　Mittelalters　und
　　dessen　Ref（rrm　im　16．ル勧剛例，　Marburg　1860，　S．62；Barth，
　　eP．cit．，S．328．
（64）　Richter，　Bd．2，　S．450．
（65）　Richter，　Bd．2，　S．413．
（66）　同じ『教会規定』がやはり「キュスター職について」のところで、キュ
　　スターに対し、日曜日と祝日に民衆の前で福音書の説教の前にカテキズ
　　ムを朗読するように規定するのに続けて、「彼らの生徒」にも、水曜日
　　にカテキズムを言わせるように命じている。Richter，　Bd．2，　S．450．
　　Vgl．　Menzel　，　oρ．｛ゴ’．，S．74；Pallas　，　op．Cit．，　S，17f．
（67）　Vo㎜baum，　Bd．1．，S．225．同様に1569年のブラウソシュヴァイク・
　　ヴォルフェソビュッテルの『教会規定』も参照。Mertz，　Anhang，
　　S．568．
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（68）　Vgl．　Rudolf　Schmidt　，　Volksschale　und　Votksschulbau　voll　den
　　Anfa，rgen　des毎鰯佛侃Sthuluesens腕5　in　die　Gθ9i㎜ゴ，　Wiesbaden－
　　Dotzhe㎞1967，　S．12．
（69）　Vombaum，　Bd．1，　S．400．カテキズムとドイツ語の読み書きを教
　　える少女だけを対象とした少女学校も、多くの教会・学校規定にその設
　　立が規定されている。たとえば1526年のヘッセソの『宗教改革規定』
　　（Mertz，　Anhnag，　S．461）、1563年のポソメルソの『教会規定』
　　（Vomlbaum，　Bd．1，　S．177）など。16世紀の少女学校については以下
　　を参照。Friedrich　Roth，　VVTeibliChe　1％8勉㎎襯げω吻’∫伽伽励勉
　　im　Zeitalter　der　Reformation，　Diss．，Leipzig　1893；Thiele，　Das
　　ztinftige　Schulwesen　im　alten　LUbeck．　S．193ff．；Mertz，ψ．d’．，
　　S．177f．；Heppe，08s砺d吻des　deUtschen　VolksscbUlaaesens，　S．8，32；
　　Mbnzel，　op．cゴ’．，　S．98f．
（70）　村落のキュスター学校は、16世紀末には、福音派の重要な領邦にはど
　　こでもみられた。Menze1，0p．cit．，　S．101．しかし、キュスター学校
　　は農村にだけ限られたものではなく、たとえばクールマルクやリューペッ
　　クのように、都市においてドイヅ語学校と併存する形で存在することも
　　あった。Vgl．　Eduard　Spranger，　Zur　Geschichte　der　deutschen
　　Volksschule，　in：ders，　Gesammelte　Scha’fien，　Bd．3，　Heidelberg
　　1970，S．13，141；Willy　Ruge，　Dt’e　B擁θ2θゴ’der　dentschen　SchUten
　　LUtAeckS　in　der　2．　Hdlプ｝e　des　16．　JdOhundens，　LUbeck　1900，　S．447，
　　Anha㎎，　S．538；Schmidt，　oP．cit．，　S．13．
（71）　Vgl．　Schiele　，　op．cit．，　S．390．
（72）　Vg1．　Menzel，　op．Cit．，S．68f．；LOscher，　oゆ．α1’．，　S．16f．
（73）　Vgl．　Spra㎎er，　op．cit．，S．138；Thiele，　Das　ziinftige　SchUlwesen
　　㎞alten　LUbeck．　S．186．
（74）　プーゲソハーゲソは北ドイッ諸都市の教会規定の起草を多く手がけた
　　が、その基本構想は後述するラテソ語学校を中心としたメラソヒトソの
　　学校計画に倣うものであった。しかし、メラソヒトソがまったく顧慮し
　　なかったドイツ語学校や少女学校の設立を学校規定の中に盛り込み、し
　　かもそこに宗教教育を導入した点にプーゲソハーゲソの独自性が指摘さ
　　れている。Vgl．　Cohrs，1）er紹」頓058伽〃η励f，　S．29；Theobald
　　Ziegler，　Geschichte　der　PdUlagり9ゴk　mit　bes（nzderer　RiiCkSicht　auf　das
　　htihere　Untem’cn∫suesen，2．Auf1．　MUnchen　1904，　S．93；Hbppe，　Liαs
　　Sdnluesen　des　Mittelalters，　S．56ff．；Gunnar　Thiele，　Zur　Entstehu㎎
　　der　deutsche　n　Volksschule，　in：Zeitschn’fi角7　Geschicnte　der
　　乃nt’ehung認desこ乃鉱蹴海∫85，28，1938，　S．199．
（75）　Vg1．　Menzel，　op．δ’．，S．92f．
（76）　Mertz，　Anhang　，　S．481．同様なものとして他に、1528年のブラウ
　　ソシュヴァイクの『教会規定』（Vormbaum　，　Bd．1，　S．17）。
（77）　Vormbaum，　Bd．1，　S．71．同様な規定として以下も参照。1536年の
　　ハノーファーの『教会規定』（Vormbaum，　Bd．1，　S．32）、シュトラー
　　スブルクの1598年の『教会規定』（Vormbaum，　Bd．1．　S．401）。
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（78）　Vgl．　Rudolf　Endres，　Das　Schulwesen　in　Franken　im　ausgehenden
　　Mittelalter，　in：B．Moeller　ua．（Hgg．），　Stndien　enm　stadtischen
　　B瓢蜘s6π伽覇飢ル伽6」協67s　und　t　7　jitthen　NenUtt，　G6ttingen
　　1983，S．193．
（79）　Vgl．　Mbnze1，0ρ．α1’．，　S．92．
（80）　Vormbaum，　Bd．1，　S．38．
（81）　Mertz，　oP．cゴ’．，S．174．ラテソ語学校の生徒の年齢について諸規定
　　は何ら言及していないが、エソドレスはニュルソペクルを例に、5～6
　　歳で学校に入ったとしている。Endres，　op．cit．，S．199．
（82）　Vgl．　August　Hettwer，　Herlamfi媚d　Ztswnenhutrg　de　SdadCtdUvargen，
　　Mainz　1965，　S．112
（83）「ザクセソの学校計画」については以下を参照。Vombaum，　N．1，
　　S．1－8；Ziegler，　op．cit．，S．66ff．；Hettwer，　op．cit．，　S．26ff．；
　　Hahn，　op．cit．，　S．30ff．；Roth，　Der　Einfl％ss　des　Humantsmus，
　　S．61ff．；Cohrs，　Der　z8」ゴ亭0ε8　Unterricht，　S．28f．；L6schke，　op．Cit．，
　　S．12f．，23ff．；Heppe，　Das　Schattvesen　des　Mittelalters，　S．54ff．；
　　Mitner，ψ．δ∫．，S．44f．；Barth，　op．d’．，S．325；Hennann　E㎞er，
　　Bildungsideale　des　16．　Jahrhunderts　und　die　Bildungspolitik　von
　　Hbrzog　Christoph　in　W血ttemberg，　in：肋惚卿職π’励死gゴ蜘
　　KircheirgeschiChte，77，1977，　S．11f．
（84）　Vormbaum，　Bd．1，　S．1，4．この点はルターの文書にも明言され
　　ている。拙稿、前掲、32－34頁参照。以下の諸規定にも同様の表現がみ
　　られる。1543年のブラウソシュヴァイクの『学校規定』（Vormbaum，
　　Bd．1，　S．44）、1581年のブリーガーの『学校規定』（Mertz，　Anhan9，
　　S．607）など。
（85）　クラス編成はメラソヒトソの計画以前にもみられる。たとえば1525年
　　のアイスレーベソの『学校規定』も3クラスを設定している。Vg1．
　　Mertz，　Anhang，　S．459．宗教改革以前のラテソ語学校にもクラスの
　　分類があった。Hahn，　oP．Cit．，S．31．なお、1528年以後の他のラテソ
　　語学校のクラス数は都市や領邦の規模によって様々である。たとえばハ
　　ンブルクの1529年の『教会規定』では5クラス（Vombaum，　Bd．1，
　　S．19）、ウルムの1531年の『教会規定』では4クラス（Mertz，　Anhang，
　　S．473）マグデブルクの1553年の『学校規定』では7クラス（Mertz，
　　Anhang，　S．505）など。
（86）Vomba㎜，田．1，　S．5．
（87）Vormbaum　，　Bd．1，　S．7．
（88）　これ以外のものは、「難解で高度な書物（schwere　und　hohe
　　bttcher）」であるため、聖書から教材として取り上げてはならない、と
　　禁じている。Vormbaum，　Bd．1，　S．7．この箇所以外でも、生徒への
　　過重な負担を避けるよう警告している条文がみられる。Vormbaum，
　　Bd．1，　S．5．ここからもわかるように、特にラテソ語学校では、宗教教
　　育の教材として取り上げられたものはカテキズム以外にも、制限付きで
　　はあれ、様々なものがあった。聖書の中でもとくに他の規定にも頻繁に
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　　指定されているのが、「詩篇」と「箴言」である。ハーンはこれを、人
　　文主義的思考、教義論争の際の必要性との関わりとみている。Hahn，
　　oρ．c髭りS．29，37f．
（89）Vomba㎝，団．1，　S．8．；Richter，　Bd．1，　S．101．
（90）　Vgl．　Thiele，　Zur　Entstehung　der　deutschen　Volksschule，
　　S．198f．；Barth，　op．c露．，S．325．中世のラテソ語学校には、宗教教育
　　のための時間は設けられていなかった。Vgl。Otto　Scheel，　Luther
　　und　die　Schule　seiner　Zeit，　i皿：LUther－ltzhrbia　h，7，1925，　S．152ff．
（91）　Vgl．　Hahn，　op．cゴ’．，S．31；L6schcke，　op．cit．，S．23f．
（92）　たとえば、1529年のハソブルクの『教会規定』（Vo㎜baum，　Bd．1，
　　S．21）、1564年のブランデソブルクの『学校規定』（Mertz，　Anhang，
　　S．549ff．）など。中には、メクレソブルクの1552年の『教会規定』のよ
　　うに、週に二日、全クラスでのカテキズム、聖書の宗教教育を定めてい
　　るものもある。Vombaum，　Bd．1，　S．63f．一方1563年のポソメルソの
　　　『教会規定』のように、毎日一定の時間にカテキズム教育の時間を定め
　　ているものもある。Vo皿baum，　Bd．1，　S．169．
（93）　たとえばシュレスヴィヒーホルシュタイソでは、都市の大きさによっ
　　てクラス数に違いはあるが、土曜日が宗教教育の日に定められ、年少者
　　はカテキズムを、年長者は「マタイの福音書」、パウロの使徒書簡、「詩
　　篇」、「箴言」を読むように定めている。Vormbaum，　Bd．1，　S．34－37．
（94）　Vgl．　Endres　，’op．cit．，S．177f．，205，
（95）　Vgl．　Ruge，　op．漉．，　Anhang，　S．538．梅根悟監修、世界教育史研
　　究会編『世界教育史大系11ドイツ教育史1』（講談社、昭和56年）、61－
　　62頁参照。ドイッ語学校の教師がもつ教義的危険性は1536年のハノーファー
　　の『教会規定』からも伺える。Vgl．　Vormbaum　，　Bd．1，　S．32．
（96）　Vgl．　Mbnzel，　oρ．Cit．，S．17．
（97）　Vgl．　Christopher　R．　Friedrichs，　Deutsche　Schulen　nach　der
　　Refonnation．　Einige　Belege　aus　Braunschweig　t　in：一蜘吻3
　　1ahrbuch，63，1982，　S．133f．；Heppe，　Geschichte　des　deutschen
　　Vollesscimluesens，　S．17．
（98）　ドイツ語学校の授業料については、本稿129頁参照。キュスター学校
　　の授業料については、たとえばザクセソの1580年の『教会規定』では、
　　監督は巡察の際キュスターに、生徒から週2マルク以上とっていないか
　　を問いたださなければならない、としている。Richter，　Bd．2，　S．413．
（99）　たとえば1571年のリッペの『教会規定』（Vormbaum，　Bd．1．
　　S．225）、1585年のニーダーザクセソの『教会規定』（Vormbaum，
　　Bd．1，　S．400）など。　V創．　H霞ppe，　Gaschnte　afizs　afintstim　valkssainalmm，
　　S．33；Max　van　de　Kamp，1）as　niedere　Schulevesen　in　Stedt　und
　　S’鍍Ess飢，　Diss．，　KOln　1930，　S．129f．
（100）カテキズム以外の宗教教育については、以下に詳しい。Hahn，
　　op．薦．，S．29ff．なお讃美歌の練習は、ドイツ語学校、ラテソ語学校を
　　問わず、16世紀の福音派の学校における宗教教育の重要な一部をなして
　　いる。礼拝における生徒の讃美歌によって教会の人々は讃美歌を覚え、
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　　この意味で生徒は礼拝形成に重要な役割を担っていた。また同時にラテ
　　ソ語学校の生徒にとっては、ラテソ語の讃美歌の練習はそのままラテソ
　　語の学習にもなっていたのである。学校における讃美歌練習については
　　以下を参照。Mertz，　op．餅．，S．249－251；Hahn，　oP．cit．，S．48f．た
　　とえばウルムの1531年の『教会規定』（「キリスト教的な歌と詩篇を、
　　若者に熱心に教えなければならない」）（Richter，　Bd．1．　S．158）、同
　　様にマグデブルクの1553年の『学校規定』（Mertz，　Anhang，　S．505）
　　など参照。
（101）　Hahn，　op．cit．，　S．21
（102）Vombaum，　Bd．1．　S．46f．他に同様の規定として以下を参照。1564
　　年のブラソデソブルクの『学校規定』（Mertz，　Anhang，　S．553）など。
（103）Mertz，　Anhang，　S．538．ルターは『ドイツミサ』において、学校
　　のある都市では生徒が一週間をとおして毎日礼拝に参加し、そこで聖書
　　を朗読し讃美歌を歌うことを提言しているが、これらの規定はこのルター
　　の提言を基底としてつくられたものであろう。Vgl．　VVA，19，　S．80．し
　　かし礼拝への出席の日数は、規定によって様々である。毎日、しかも一
　　日に2回と定めているものもあれば（たとえば1528年のブラウソシュヴァ
　　イクの『教会規定』、Mertz，　Anhang，　S．467）、日曜と祝日のみとし
　　ているものもある（たとえば1571年のリッペの『教会規定』、Mertz，
　　Anhang，　S．580）。これは、頻繁な礼拝出席が学校での授業の妨げとなっ
　　たため、時代が進むにつれてしだいに出席回数が少なく定められるよう
　　になったたあと考えられる。Vgl．　Mertz　，　oP．α1’．，S，236f．それでも、
　　シュトラールズントの『ラテソ語学校規定』のように1561年になっても
　　なお、ラテソ語学校とドイツ語学校の生徒に、毎朝の礼拝の出席を定め
　　ているものもある。Mertz，　Anhang，　S．539．
（104）たとえば1538年のヘルツベルクの『学校規定』（Mertz，　Anhang，
　　S．486）、1560年のシュトラールズソトの『ドイツ語学校規定』（Mertz，
　　Anhang，　S．539）など。　Vg1．　Hahn，　op．c肱，S．40f．
